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はじめに

ＩＣＴの活用は、様々な現象や場面をわかりやすく説明・まとめることに適しており、知識や技能の定着

に有効であることが知られている1,2）。ＩＣＴ機器を用いた授業の多くは、電子黒板等による視覚化やリス

ト化などの限られた範囲での情報共有や検索が中心となっている1,2）。しかし、小学校のネット環境の充足

により、ＩＣＴは遠隔地同士のコミュニケーションツールとして利用され始め、現在、専用の遠隔システ

ムを用いたＩＣＴ遠隔授業の実施試験が行われている3,4,5）。今後、遠隔地の小規模学校をつなぐことによ

り、海や山で隔てられた地域の学校間での相互授業や交流の促進が期待されている。

山口県（2013）は21の有人離島を有しており、その内、10島に小中学校が設置されている６）。離島振興

計画（平成25～34年度）に基づいた離島での教育について、「離島振興の基本的な考え方　７取り組み内容

（７）教育及び文化の振興」において「他地域の学校との交流の促進」「離島の自然や文化を生かした教科

指導や総合的な学習の時間の実践」などを通じて、児童生徒に郷土への愛着と誇りをもった豊かな人格を形

成し、育まれるよう努めることが、明記されている６）。離島では、本土の学校に比べて児童数が少ないた

めにきめ細かな教育ができる一方で、クラス人数が少ないことから学習内容に深まりをもたせにくく、ま

た、変化の乏しい生活環境のために体験から生まれる多種多様な考え方についての指導がしにくいなどの問

題点が指摘されている７）。このような離島や小規模学校の課題を克服する方法の一つとして、離れた小学

校を遠隔システムにより結びつけた合同授業がある。

我々は、離島や僻地など少人数学校の課題を解決するために、離島を含めた遠隔地の効率的な合同授業と

して協調学習を計画した。しかし、遠隔地を結んだ合同授業は各地域により課題が異なることから、本報告

では「離島での合同授業に必要となる遠隔システム」、「遠隔システムによる小学校の合同授業の問題点」

を明らかにし、「遠隔システムの合同授業コンテンツの作成」を目的とした。協調学習とは課題に対して各

グループがエキスパートとして様々な視点から課題を見つめ（エキスパート活動）、持ち寄った視点・知識

を組み合わせながら課題を解き（ジグソー活動）、多様な解と自分の視点との共通点や相違点などを見出し

て理解を深め（クロストーク）、活用できる知識の獲得を目指した学習デザインである８）。協調学習を行

うために、本土に隣接する防府市立向島小学校（以下、向島小）、離島に位置する防府市立野島小学校（以

下、野島小）間をインターネット回線により結び、課題として「野島小学校、向島小学校でとれる葉っぱの

ちがいについて考えよう」を設定し、エキスパートに遠隔地の各小学校を割りあてた。そして、児童のライ

ブ映像や採取植物の画像をリアルタイムで共有することにより仮想的に同じ教室でジグソー活動・クロス

トーク活動を行い、植物とその周辺の環境とのかかわりあいについて学んだ。
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１．教材開発

ＩＣＴ機器を用いた遠隔システムにより、今まで困難であった遠く離れた地域の自然や生き物などを対比

させることが容易となった。体験を通じた様々な自然環境を実践した授業は、３年生の生命・地球「（２）

身近な自然の観察（イ）生物は、その周辺の環境とかかわって生きていること」に相当する９）。協調学習

は、課題に対して各グループがそれぞれのエキスパートとして様々な視点から課題を見つめることから始ま

る。しかし、遠く離れた地域の自然や生物はそれぞれに「個性」を持つことから、遠隔地の小学校を１つの

エキスパートとすることができる８）。遠隔地をネットワークで結ぶことでジグソー活動・クロストーク活

動等が可能となるために、身近な自然を持ち寄ることで比較的簡単に協調学習ができる。

１－１　ＩＣＴ機器

各学校を結ぶ遠隔システムの通信にモバイルルーターを、タブレット端末の学習支援ソフトとして「ロイ

ロノートスクール」を用いた。両小学校ともに積極的にＩＣＴを活用した授業を行っていることから、教

員、児童はタブレット末端の使用に慣れていた。協調学習のために各小学校の児童の表情や発言などをリ

アルタイムで参加者全員が認識できるようにSkypeを用い、双方の児童、教員が前面の大型スクリーンで表

示されるようにセットした（図１）。遠隔授業のカメラとスピーカー、マイクセットとしてロジクール製

conferencecamera CONNECTを利用した。ＩＣＴ機器の操作補助として、山口大学ＩＣＴサポーターを各小学

校に配置した。

１－２　植物の選定

山口県本土から15kmに位置する野島は、温暖な気候に適応した植生をもつことが知られている10）。野島

小の校庭やその周辺にはツワブキやスイセンが多く見られ、樹木ではシャリンバイ、マサキ、トベラ、サン

ゴジュが観察しやすく、小学生でもサンプリングが容易な位置に生育していた。野島の特徴として近隣の有

人離島には見られないハマゴウが自生するが、校庭付近には生育しておらず、今回の採取植物の対象からは

ずした。また、野島小・向島小の樹木種の違いを示すために、向島小を特徴付ける樹木として、防府地方の

照葉樹林で一般的なアラカシ（塩に対して感受性）を予定していたが、採取しやすい位置には確認できず、

対象木から除外した。向島小は本土に隣接しているが、基本的には潮害に強い樹種が多く、野島との生育樹

種の差が明確ではなかった。授業実践を２月に計画していたことから、対象となる草本植物は越年草や多年

草であり、樹木では常緑樹となり、50分授業内で島を特徴づける植物を通じて自然環境を考えることが難し

かった。このため、児童でも取扱いやすいこと（葉が採取しやすい、比較的小学校内で探しやすい、植物の

区別が容易）を条件に校庭の樹木を事前に調査し、２月に各小学校で見られる16種（向島小15種，野島小７

種）の一覧およびオリジナルの簡易検索表（採取しやすい校庭の樹木のリスト）を作製した（図２）11）。

授業の前日までに、各小学校の担任に簡易検索表、校庭内の樹木分布を示した資料を配布した。

２．協調学習の授業実践

山口県防府市立向島小および野島小の協力を得て、遠隔地でのＩＣＴを活用した授業実践を行った（平成

29年２月22日）。

図１　向島小学校と野島小学校の遠隔授業のサポート体制
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野島小学校（主会場）３年生２名（図書室）、向島小学校（副会場）３年生３名（３・４年生教室）の児

童に対して、野島小、向島小の各担任１名に加え、ＩＣＴ機器管理者（ネット管理、ＩＣＴ機器管理）を１

～２名を配置した（図１，３）。

自然環境や植物の説明などを行う主担当の講師を野島小に配置し、相互遠隔システムによる合同授業

（11:10～12:00）を行った。実際に各学校の植生をその場で比較するには、植物採取地や季節的な制約があ

ることから、今回は校庭またはその周辺の常緑樹を対象とした。

地域により異なる自然や生き物を通じた協調学習を行うために「野島小学校、向島小学校でとれる葉っぱ

のちがいについて考えよう」を課題とし、遠隔地の小学校単位でエキスパートの役割を与えた。各学校周辺

から採取される植物の画像リストをリアルタイムで共有し、その違い・共通点を抽出し、ライブ映像・音声

や画像リストを利用しながら双方向で意見を出し合い、ジグソー活動・クロストーク活動を行った。表１に

授業概要を記す。各小学校の事前準備として、ネットワーク、タブレット、アプリの動作確認を行うと共に

大学内の近距離の研究室間での通信テストを、前日までに大型ディスプレイ、カメラ、マイクのレイアウト

などのセッティングについて打合せを行った。準備概要を表２に記す。

図２　向島小学校、野島小学校生育している常緑樹の簡易検索図鑑（一部抜粋）
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表１　協調学習の授業概要

表２　授業準備概要

表３　授業指導案
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授業では、まず、身近な植物の葉にもいろいろな形や大きさがあることを認識させるために、ライブ映像

と合わせて実物のシュロとツバキの葉を比較した（図４）。さらに、植物の観察を行いやすくするために、

葉脈の違いを認識できるシュロで作った草バッタ、ツバキの葉で作った草履を児童に見せ、一部解体、組み

直すことで、「葉のスジ（葉脈）」「ギザギザ（鋸歯）」「厚み」について構造的な特徴を説明した（図

５）。さらに、身近な植物は、住む地域がかわると珍しい植物にもなること、同じ植物でも異なる環境（自

然）で葉の大きさに差が出るなどを事前サンプリングした葉（枝ごと）を見せながら、身の回りの自然と植

物が密接に関係していることを説明した。野島小の児童からは、自分で考えた具体的な自然で、どのような

植物が生えるのかなどの質問があった。
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次に、校庭またはその周辺の常緑樹の葉の採取を行った（図６）。向島小は、野島小に比べて校庭が広

く、樹種も多いことからサンプリングに時間を要し、採取を終えた野島小の児童が待機する場面が見られ

た。規模や人数、クラスの構成が異なる複数の小学校による合同授業は、同じ教材を扱う内容であっても要

する時間や配分に差が出やすいことから、複数校のタイミングを合わせながら授業を進める工夫が必要で

あった。採取した葉は、机の上におもて面、うら面が見えるように大きさ順に並べた（図７）。この段階で

児童は、植物の大きさや形が異なることに気づいており、鋸歯の状態や葉のつき方など、植物を同定するた

めの様々な特徴を自ら見出していた。

各小学校で採取した葉の個別写真、葉を並べた全体の写真を講師に提出し、まとめて一覧にした。データ

の送受信に時間が要したことから、全体画像と各小学校で同定できそうな写真のみの画像リストを作成し

た。リストを全員で共有して比較を行い、採取した植物の名前あてクイズにより、個別の葉の特徴を捉える

ようにした。さらに、小学校毎の植生について考えるために、採取植物を並べて比べた時に気づいた点につ

いて意見を出しあった。その中で、向島小の植物は種類が多いこと、反対に野島小の植物の種類は少ないけ

ど向島小にはない植物もあることが、分かった（図８）。植物は、どこにでも生えているが、向島小と野島

小ではなぜ、こんなにも植物の数が違うのかについて課題設定を行った。野島小から向島小児童への説明、

向島小から野島小児童への説明は、音声が一部不明瞭なこともあり、十分に理解できない部分がみられ、ジ

グソー活動を十分に行うことができなかった。しかし、最終的に各小学校から送信された映像、画像を見る

ことでその違いを認識し、「小学校のある場所が違うために生えている植物が違うこともある」という結論

に至った（図９）。十分なジグソー活動ができなかったが、発表、話し合い、まとめを行い、身近な植物だ

けではなく、異なる地域の植物を比較することで、自然と植物とのかかわりあいについて、ある程度の理解

ができるようになった。

図３　児童、ディスプレイ、教師の配置（左：向島小学校，右：野島小学校）

図４　ライブ映像、音声による授業導入（左：向島小学校，右：野島小学校）
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図８　クロストーク活動 図９　授業のまとめと解説

図７　植物葉の同定および特徴をもとにしたジグソー活動（左：向島小学校，右：野島小学校）

図６　植物採取（左：向島小学校，右：野島小学校）

図５　葉の特徴のとらえかた、観察のレクチャー（左：向島小学校，右：野島小学校）
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３．課題と今後の展望

遠隔システムを用いた協調学習を行った。今回の遠隔授業は、先行事例で用いられている遠隔地専用シス

テムではなく、市販の機器類を利用することで遠隔システムを構築した3,5）。離島の野島小では光回線が接

続されていないことから、モバイルルーターを用いた。このため、授業内でスカイプが途中で切れる場面が

あり、双方の意思疎通がうまくいかない場面がみられた。また、音声が聞き取りにくい個所もあり、マイ

ク、スピーカの改善が必要であった。さらに、時間帯によっては画像の送受信に時間がかかり、待機時間が

多くなったこと、各小学校で送受信のラグができ、画像表示が完了する前に授業が先に進んでしまうなど、

各段階での確認を十分に行うことができなかった。しかし、本授業で比較的安価な設備で遠隔地の学校同士

をネット回線でつないだ合同授業が可能であることが分かった。今後、より高速で安定な通信環境が整え

ば、相手の表情を見ながら画像や意見交換を活発に行うことができ、集団の中での自己主張や他者を尊重す

る経験を積みやすくなると考えられる。

複数の小学校の遠隔合同授業にともなう問題点も浮き彫りになった。遠隔授業においても、合同授業では

複数教室の状況を同時に把握しなければならず、さらに遠隔地では映像のみにより児童の微妙な変化をとら

えながら、ＩＣＴ機器の調整などを並行処理しなければならない。児童生徒数が多い場合や、３校以上の合

同授業を行う場合は、さらに複雑となり、細かな対応が困難となる。本授業は少人数での実施であったが、

児童同士の意思の疎通や双方向での交流を十分にできない場面が見られた。複数学校の状況把握など、過度

に授業実施者に負担がかかることから、円滑な授業を行うにためには、遠隔システムの設備的問題以外に、

各遠隔地での担任の役割を明確にすることで児童へのサポートや作業・操作の分担を行い、さらに遠隔地の

児童生徒の状況を把握するために学校間での意思の疎通や情報共有が重要となる。今後、ＩＣＴ機器の操作

性やネットワーク環境の改善により、複数地域の合同授業を行いやすくなると考えられるが、ＩＣＴ機器を

活用できる教員を中心とした遠隔システム授業が望ましいにもかかわらず、それらに対応できる教員が少な

いなどの課題も残っている。また、ＩＣＴに興味があり、ＩＣＴ機器の有用性も認識しているが、それらの

使用法が分からないために、利用に消極的な先生も多い４）。これらのことから、今後、ＩＣＴ機器の利活

用には、ＩＣＴ機器の環境、通信環境の整備と共にＩＣＴ操作に不慣れであっても機器類の操作補助を行う

ＩＣＴサポーターなどの拡充が必要となる。実際にＩＣＴの導入に際してサポートを行う組織や人員への要

望が高まっており、それらの育成などの取り組みが始まっている12,13）。

遠隔地の学校では、すでにその学校の自然が一つのエキスパートの内容となることから、各小学校をネッ

トワークで結びつけることにより、複数の視点から説明・話し合うことでジグソー活動ができ、自然と生き

物の違いから、生物と環境とのかかわりあいについて考えることができる。本合同授業は、本土と離島では

同じ課題に対しても様々な視点が生まれてくることから、その違い注目して地域の自然環境を見つめ直す内

容であった。比較的自由に遠隔システムが利用できれば、他校の児童生徒と合同での授業が容易となり、発

表や他者への説明の場面において、普段は話したことがない相手に対して、相手を意識して分かりやすく話

すことや他者の意見を聞くことでの気づきや自分の意見を深めることができると考えられる。

おわりに

現在、ＩＣＴ機器を利用している教員であっても、多くの場合、クラス内での利用に限られており、環

境・児童・文化などが異なる遠隔地で利用した例は多くない。実際に今回用いたロイロノートスクールなど

のアプリを用いたＩＣＴ授業の多くは、教室内での黒板やホワイトボードの代替として使用した報告であ

る。本報告は、ＩＣＴ機器を利用することで小規模校においても地域や距離にとらわれない場面で多種多様

な授業を行うことができる可能性を示唆している。課題として、ＩＣＴ機器の操作の熟度を高める必要があ

り、さらに、児童生徒の発達段階に応じた使用方法の教員側の理解が不可欠となる。今後、ＩＣＴ遠隔シス

テムによる学習は、議論や話し合いの場面においては、様々な課題に対して議論することで少人数学級では

思いつかなかった様々な視点の意見にふれることができ、多くの気づきや複数の意見を考慮しながら自分の

考えを深める機会を得るなどの学習活動の規模が広がると考えられる。
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